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ロフテーの枕がお客さまの満足度向上やリピー
トにつながる

創業から今年で 91年目を迎えたロフテーが、シーツなど

の製造販売から現在の枕事業に着手したきっかけは、創業

家の社長が枕が合わず、不眠で悩んでいたことから始まった。

自分の体に合った枕を作りたいと、東京・南青山に睡眠の研

究所「睡眠文化ギャラリーα（後に、「ねむり文化ギャラリー

α」に改名）」を開設。そこで学際的な研究を進めていく中、

多くの生活者が枕で悩んでいることを知り、枕の製造販売に

事業の軸を特化していった。

「ホテル業界では、三井ガーデンホテルに長くご愛用をいた

だいていましたが、積極的にほかのホテルにはご提案してお

りませんでした。ただ、宿泊されるお客さまにロフテーの枕

で快適にお休みいただくことは、われわれにとっては非常に

うれしいことですし、より多くの人に快眠をお届けしたいとい

う気持ちもありました。ホテルというタッチポイントを増やし

て、そのご利用者であるお客さまにも枕を体験いただきたい

と考え、徐々にホテルにもアプローチしていくようにしました。

現在は、多くのホテルにご利用いただき、ロフテーの枕が顧

客満足度の向上やリピートにつながっているといったうれし

いお声が多数寄せられています」

ロフテーの枕の他社と違う最大のポイントは、ものづくり

に対する企業姿勢と言える。今やロフテーは、経営資源のす

べてを枕に集中している。それだけに、枕に自信・誇りを持っ

て企業活動を続けている。

製品の特長としては、頸部をしっかりと支える５分割ユニッ

ト構造や表と裏で感触を変えて使える２WAY構造が挙げら

れる。これにより、幅広い方々にオールマイティで適用できる。

また、学術的エビデンスに基づいて開発されている点も見逃

せない。体に一番負担の少ない姿勢は、リラックスして立って

いる状態と同じ姿勢で、そのときの顔の角度は約５度になる。

寝ているときもこの角度を保つことで良質な睡眠をもたらすと

いうことが研究結果で分かった。そのため、頭の形や体の大

きさが違うのに、なぜ枕は同じなのか。そんな疑問からロフテー

の快眠枕は生まれた。今でも人間の体は進化しているだけに、

それぞれの体に合った枕づくりの研究は続いている。

「特に近年は、睡眠への意識が非常に高まってきています。

製品の品質が良いことは勿論ですが、エビデンスに基づくも

のづくりが重要です。さらに、それがお客さまお一人お一人

に自分事化できることが求められているのだと思います。そ

の一つとして、まずはホテルの宿泊でロフテーを体験いただ

ける機会を増やしていきたいと思っています」

ロフテーは、ホテルというタッチポイントを増やすことで、

BtoBtoC のマーケット戦略を強化し、ホテルとそして利用客

であるお客さまの満足度向上も目指していきたいと、取り組

みの速度を上げている。特に現在は、2020 年の東京オリン

ピック・パラリンピックの開催を見越して新しい宿泊施設が

増加しているタイミングでもあり、導入への大きなチャンスと

なっている。グループ会社であるエアウィーヴもオリンピック

の協賛企業として、ロフテーの枕も含め寝具を選手村に提供

することが決まっている。

マーケティング活動と対応力の強化に注力し、
ステータスを高めていきたい

ホテルマーケットにはまだまだ伸び代があるだけに、比重

を高めていきたいと考えているロフテーだが、次のような方

針を掲げている。

「二点挙げたいと思います。一つ目は、マーケティング活動

の強化です。現状はまだまだホテルからの問い合わせありき

になっています。ロフテーの認知度を上げるためにも、もっ

とマーケティングを強化していかないといけません。もちろ

ん、われわれはブランドも大事にしていきたいのでバランス

も大切です。二つ目は、グローバルなお客さまにも受け入れ

られる対応力を身に付けることです。ホテルの宿泊者の外国

人比率はかなり増えています。ロフテーの枕も外国人客から

の支持もいただいていますが、まだアジアが大半です。今後

は欧米の諸外国からのお客さまにもロフテーが提案する快

眠枕を理解いただけるようにアプローチしていきたいと思い

ます」

ロフテーは歴史ある企業であり、積み上げてきたものづく

りの知見は素晴らしいものがある。それはこれからも継承す

べきであるが、その一方ではエアウィーヴグループならでは

のベンチャー精神を生かして新たなチャレンジをしていこう

としている。

「まずは、日本でシェアを拡大することが最優先です。やが

ては『枕と言ったらロフテー』とグローバルなレベルで認めら

れる企業を目指していきたいと思っています。世界中のお客

さまの睡眠をサポートする存在になるためにも、ホテル需要

にしっかりと取り組みたいものです」と締めくくった。

「睡眠負債」といった言葉がクローズアップされるなど、良質な睡眠に対する関心が日増しに高まっている。こうした中、日本の枕
のリーディングカンパニーとして睡眠の質向上に取り組んでいるのが、ロフテー (株 )だ。体に合った枕づくりにこだわり、これまで
に350万人以上もの人々に愛用されてきた。近年、ホテルにも導入が広がっているその背景には、宿泊者の満足度における睡眠
のウエートが高まってきていることがある。

宿泊者にも上質な睡眠を。
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日本初の枕コンサルティングショップ「ロフテー枕工房」は、完全予約制で一
人 1 時間かけてピローフィッターが自分の体に合った枕を選び出してくれる

ホテルに提案している「ロフテー快眠ホテルピロー」。五つのユニットに分かれ
た構造で、中身の偏りがない。中央は低めで、後頭部を自然にフィット。両サ
イドは適度な厚みを持たせ、横向き、寝返りが楽に


